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猛
暑
の
夏
も
暦
が
進
む
に
つ
れ
、
秋
の
気

配
の
深
ま
る
今
日
、
会
員
の
皆
様
に
は
如
何

お
過
ご
し
で
し
ょ
う
か
。

　

冒
頭
に
あ
た
り
、
先
般
開
催
さ
れ
ま
し
た

平
成
二
十
五
年
度
福
井
工
業
大
学
後
援
会
定

期
総
会
に
於
い
て
役
員
改
選
の
結
果
、
会
長

職
を
お
引
き
受
け
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た

事
を
ご
報
告
申
し
上
げ
ま
す
。
皆
様
の
何
か

お
役
に
た
て
ま
す
様
に
精
進
し
て
ま
い
り
ま

す
。
ど
う
ぞ
皆
様
方
の
ご
協
力
、
お
力
添
え

を
何
卒
宜
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

本
年
度
も
後
援
会
で
は
、
ク
ラ
ブ
・
同
好

会
活
動
、
就
職
活
動
に
対
し
、
側
面
的
で
は

ご
ざ
い
ま
す
が
支
援
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

後
援
会
活
動
の
基
軸
と
な
り
ま
す
地
区
懇
談

会
で
あ
り
ま
す
が
、
本
年
度
よ
り
従
来
十
七

会
場
で
開
催
を
名
古
屋
市
、
大
阪
市
、
高
岡

市
の
三
会
場
に
集
約
し
１
つ
の
会
場
ご
と
の

参
加
者
を
増
や
し
て
実
施
内
容
を
充
実
さ
せ

よ
う
と
い
う
試
み
で
開
催
い
た
し
ま
し
た
。

大
学
か
ら
は
学
長
、
副
学
長
、
各
学
科
専
攻

の
先
生
方
、
職
員
の
皆
様
、
同
窓
会
の
皆
様

に
は
大
変
お
忙
し
い
中
を
出
向
い
て
頂
き
、

親
切
、
丁
寧
な
そ
し
て
心
暖
か
い
懇
談
会
を

開
催
す
る
事
が
で
き
ま
し
た
。
誠
に
感
謝
申

し
上
げ
ま
す
。
又
各
地
区
の
理
事
の
皆
様
に

も
多
大
な
ご
協
力
を
賜
り
ま
し
た
。
本
当
に

福
井
工
業
大
学
後
援
会

会
長 　

谷  

川
　 

博  

也

ご　

挨　

拶

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

こ
の
地
区
懇
談
会
で
は
本
学
の
教
育
体

制
、
就
職
、
資
格
の
支
援
体
制
の
紹
介
、
同

窓
会
の
活
動
報
告
、
そ
し
て
先
生
方
と
の
個

人
面
談
等
、
内
容
は
大
変
充
実
し
た
も
の
で

あ
る
と
思
い
ま
す
。
そ
の
中
で
皆
様
の
ご
心

配
で
あ
る
ご
子
息
の
生
活
面
等
も
聞
く
事
も

で
き
、
保
護
者
同
士
で
の
情
報
交
換
で
少
し

で
も
安
心
で
き
た
の
で
は
な
い
か
と
感
じ
て

お
り
ま
す
。

　

今
年
の
参
加
人
数
は
１
７
９
名
（
対
象

学
生
数
）
で
あ
り
ま
し
た
。
ご
参
加
の
皆
様

に
は
ア
ン
ケ
ー
ト
で
も
ほ
と
ん
ど
の
方
が
参

加
し
て
よ
か
っ
た
と
お
答
え
い
た
だ
き
ま
し

た
。
内
容
は
充
実
し
た
も
の
の
会
場
減
に
よ

り
遠
方
の
為
逆
に
参
加
で
き
な
い
と
い
う
事

も
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
更

に
皆
様
の
お
声
を
聞
き
、
今
後
の
課
題
と
さ

せ
て
頂
き
ま
す
。
つ
き
ま
し
て
は
、
本
会
報

に
て
ご
案
内
し
て
お
り
ま
す
『
保
護
者
キ
ャ

ン
パ
ス
見
学
会
及
び
懇
談
会
』
に
ご
確
認
の

上
是
非
と
も
こ
の
機
会
に
ご
参
加
頂
け
れ
ば

幸
い
に
存
じ
ま
す
。
当
日
は
大
学
祭
の
日
程

と
合
わ
せ
た
企
画
と
な
っ
て
お
り
ま
す
の

で
、
ご
案
内
の
要
項
に
そ
っ
て
沢
山
お
申
し

込
み
頂
き
ま
す
様
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

と
こ
ろ
で
私
共
を
取
り
巻
く
環
境
は
東
日

本
大
震
災
の
傷
跡
深
く
、
そ
の
上
今
年
は
異

常
な
大
雨
に
よ
る
水
害
に
見
舞
わ
れ
ま
し

た
。
そ
れ
で
も
各
地
で
は
復
興
に
向
け
て
必

死
に
生
き
て
お
ら
れ
る
姿
を
見
る
時
日
本
と

い
う
国
民
性
は
本
当
に
素
晴
ら
し
い
も
の
と

思
い
ま
す
。
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
に
よ
る
経
済
成

長
、
上
向
き
傾
向
で
は
あ
る
も
の
の
、
ま

だ
ま
だ
行
き
渡
っ
て
い
な
い
の
が
現
状
で

す
。
こ
れ
か
ら
で
は
あ
り
ま
す
が
、
今
こ
そ

本
学
の
建
学
の
精
神
に
も
あ
り
ま
す
様
に
一

人
一
人
が
国
を
愛
し
、
節
度
あ
る
人
格
形
成

し
日
々
努
力
し
て
何
か
に
貢
献
で
き
る
事
を

小
さ
な
事
か
ら
で
も
や
っ
て
い
く
時
代
で
は

な
い
か
と
思
い
ま
す
。
こ
う
い
う
時
代
の
中

福
井
工
業
大
学
で
は
、
新
し
い
時
代
に
対
応

で
き
る
様
に
教
育
、
就
職
活
動
支
援
に
お
い

て
も
学
生
達
の
為
に
日
々
進
化
し
て
新
し
い

試
み
も
展
開
し
て
お
り
ま
す
。
Ｇ
Ｌ
Ｏ
Ｃ
Ａ

Ｌ
と
い
う
新
し
い
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
も
そ
の

一
つ
で
あ
り
ま
す
。
先
生
方
、
職
員
の
方
々

に
は
保
護
者
の
一
人
と
し
て
心
か
ら
感
謝
申

し
上
げ
る
次
第
で
ご
ざ
い
ま
す
。
最
後
に
な

り
ま
し
た
が
、
会
員
の
皆
様
の
ご
健
勝
と
ご

多
幸
を
祈
念
申
し
上
げ
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま

す
。
皆
様
に
お
会
い
で
き
る
日
を
楽
し
み
に

い
た
し
て
お
り
ま
す
。

　

本
学
学
生
が
え
ち
ぜ
ん
鉄
道
の
車

両
を
飾
り
つ
け
た
「
七
夕
ア
ー
ト
電

車
」
が
六
月
末
に
完
成
、
七
月
七
日

ま
で
勝
山
永
平
寺
線
・
三
国
芦
原
線

で
運
行
さ
れ
ま
し
た
。

　

地
域
参
画
型
イ
ベ
ン
ト
の
一
環
と

し
て
、五
年
前
か
ら
実
施
し
て
お
り
、

デ
ザ
イ
ン
学
科
の
学
生
を
中
心
に
約

三
十
名
が
五
月
中
旬
よ
り
準
備
を
進

め
て
き
ま
し
た
。

　

テ
ー
マ
は
「
和
」。
白
い
糸
を
固

め
た
透
け
感
の
あ
る
大
小
の
球
を
竹

に
ぶ
ら
さ
げ
、
織
り
姫
と
ひ
こ
星
を

表
し
た
赤
と
青
の
球
は
離
れ
た
位
置

に
あ
り
、
二
人
が
七
夕
ま
で
会
え
な

い
切
な
い
気
持
ち
を
表
現
し
て
い
ま

し
た
。

　

実
際
に
運
行
さ
れ
た
車
両
に
乗
車

し
た
乗
客
は
、
普
段
と
は
違
う
車
内

を
じ
っ
と
見
つ
め
た
り
、
飾
り
つ
け

を
写
真
に
撮
る
光
景
も
見
ら
れ
、
好

評
の
う
ち
に
終
了
し
ま
し
た
。

表
紙
の
写
真
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五
月
二
十
五
日
（
土
）
午
後
一
時
か
ら
、

福
井
キ
ャ
ン
パ
ス
に
て
後
援
会
定
期
総
会

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

森
島
洋
太
郎
学
長
の
挨
拶
の
後
、
当
日

出
席
し
た
保
護
者
、
お
よ
び
欠
席
者
の
委

任
状
が
定
数
を
満
た
し
た
こ
と
に
よ
り
、

総
会
は
成
立
し
、
先
に
開
催
し
た
後
援
会

役
員
会
に
て
承
認
さ
れ
ま
し
た
前
年
度
の

事
業
・
決
算
、
並
び
に
今
年
度
の
事
業
予

定
・
予
算
、
後
援
会
役
員
の
選
出
に
つ
い

て
報
告
を
行
い
ま
し
た
。

　

そ
の
結
果
に
つ
き
ま
し
て
次
の
と
お
り

ご
報
告
い
た
し
ま
す
。記

一
、 

平
成
二
十
四
年
度

　
　

事
業
経
過
報
告
の
件

　
　
　
　

事
務
局
よ
り
報
告

　
　
　
　
【
別
記
第
二
】
の
と
お
り
承
認

二
、 

平
成
二
十
四
年
度
決
算
承
認
の
件

　
　
　
　

事
務
局
よ
り
報
告

　
　
　
　

監
事
よ
り
監
査
報
告

　
　
　
　
【
別
記
第
三
】
の
と
お
り
承
認

三
、 

平
成
二
十
五
年
度
役
員
改
選
の
件

　
　
　
　

規
約
第
六
条
に
よ
り

	

　
　
　
　
　
　

役
員
選
出

　
　
　
　
【
別
記
第
一
】
の
と
お
り
承
認

四
、 

平
成
二
十
五
年
度

　
　

事
業
計
画
及
び
予
算
の
件

　
　
　
　

事
務
局
よ
り
説
明

　
　
　
　
【
別
記
第
四
、五
】
の
と
お
り
承
認

以
上

平成25年度
後援会定期総会
報告について

平成25年度  福井工業大学後援会役員別記
第1

理　事 愛知県 中　村　正　幸

理　事 神奈川県 清　水　周　三

理　事 新潟県 吉　野　信　秀

理　事 大阪府 栗　林　歩　美

理　事 福井県 上　田　良　幹

理　事 奈良県 榎　谷　泰　治

理　事 岐阜県 西　　　　　誠

理　事 富山県 細　川　幸　恵

理　事 福井県 大　谷　真　亮

理　事 福井県 木　戸　　　誠

理　事 福井県 金　津　裕　之

理　事 静岡県 佐　藤　五　夫

理　事 福井県 松　井　章　江

理　事 愛知県 小　澤　伸　佳

理　事 福井県 松　本　　　恵

理　事 富山県 宮　本　啓　子

理　事 福井県 稲　木　康　浩

理　事 石川県 紺　谷　和　徳

理　事 福井県 竹　本　　　薫

理　事 新潟県 村　木　　　弘

理　事 高知県 久　川　真　弓

理　事 福井県 竹　内　宏　樹

理　事 福井県 山　本　隆　嗣

理　事 富山県 川合田　幸　枝

理　事 福井県 畑　中　毅　志

理　事 香川県 葛　岡　　　輝

理　事 福井県 下山田　広　志

理　事 滋賀県 今　庄　和　子

理　事 福井県 山　口　竜　也

理　事 大阪府 西　田　晴　彦

理　事 福井県 上　本　啓　介

理　事 滋賀県 萩　岡　直　樹

理　事 千葉県 松　田　良　子

理　事 福井県 湯　浅　英　雅

理　事 岐阜県 竹　下　克　則

理　事 兵庫県 安　井　　　修

理　事 和歌山県 西　山　浩　己

副会長 福井県 酒　井　保　典

監　事 福井県 三　谷　一　晃

副会長 静岡県 望　月　克　人

監　事 福井県 川　端　小百合

会　長 兵庫県 谷　川　博　也
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福井工業大学後援会[収入の部 ] （単位　円）
項　　目 予　算　額 決　算　額 差　引 備　　　考

会 費 13,125,000 12,885,000 △ 240,000

会 費 13,125,000 12,885,000 △ 240,000 ＠7,500×1,718名

雑 収 入 80,000 63,093 △ 16,907  御酒料・預金利子他

雑 収 入 80,000 63,093 △ 16,907

繰 越 金 15,182,871 15,182,871 0

前年度繰越金 15,182,871 15,182,871 0

収 入 合 計 28,387,871 28,130,964 △ 256,907

[支出の部 ] （単位　円）
項　　目 予　算　額 決　算　額 差　引 備　　　考

会 議 費 600,000 550,990 △ 49,010

会 議 費 600,000 550,990 △ 49,010 定期総会諸経費等

需 要 費 340,000 206,658 △ 133,342

消  耗  品  費 40,000 2,310 △ 37,690 事務用消耗品

通 信 費 100,000 78,820 △ 21,180 定期総会、役員会等案内発送

印 刷 費 200,000 125,528 △ 74,472 上記の案内、資料等印刷代

事 業 費 14,200,000 13,892,246 △ 307,754

厚 生 補 導 費 400,000 241,112 △ 158,888
国際学会餞別代,
新入生ガイダンスパーティ飲食費

クラブ活動費 7,000,000 7,968,558 968,558
大学祭補助費・地区活動費より予
算振替にて補填

英語留学支援費 500,000 220,000 △ 280,000

就 職 支 援 費 1,500,000 1,325,800 △ 174,200

地 区 活 動 費 3,000,000 2,454,866 △ 545,134
地区懇談会諸経費等、クラブ補助
費へ予算振替（40万）

創立記念積立金 300,000 300,000 0 創立70周年記念用積立金

会 報 発 行 費 1,500,000 1,381,910 △ 118,090 年２回発行諸経費

慶 弔 費 200,000 53,723 △ 146,277

慶 弔 費 200,000 53,723 △ 146,277

旅 費 800,000 720,000 △ 80,000

旅   費 800,000 720,000 △ 80,000 役員会・学位記授与式等旅費

大学祭補助費 700,000 0 △ 700,000 学友会予算内で支出

大学祭補助費 700,000 0 △ 700,000 クラブ補助費へ予算振替（70万）

繰 越 金 11,547,871 12,707,347 1,159,476

次年度繰越金 11,547,871 12,707,347 1,159,476

支 出 合 計 28,387,871 28,130,964 △ 256,907

《積立金会計》 （単位　円）
名　　称 前年度残高 今年度積立金 今年度取崩額 今年度末残高 備　考

創立70周年記念積立金 600,073 300,122 0 900,195 満期利息込

上記の収支決算について監査しました結果、適正であることを確認いたしました。

　　平成 25 年５月８日

　　福井工業大学後援会

平成24年度  事業報告

平成24年度  収支決算書

別記
第2

別記
第3

月 主 要 行 事 就 職 活 動 支 援 ク ラ ブ 活 動 支 援

4
入学式（4/5）
後援会会報第44号発行、発送 
新入生歓迎パーティー

地区就職開拓
厚生補導　　就職指導
インターンシップガイダンス

「自己発見レポート」実施
学内企業合同説明会（4/21・22）

全日本競歩輪島大会
日本学生陸上競技距離別グランプリシリーズ選手権大会（神奈川）
カヌースプリント海外派遣選手選考会

5
後援会役員会（5/26）　後援会定期総会 （5/26）
特別企画・講演会「保護者のための就活セミナー」
福井地区懇談会 （5/26）

自己発見レポート活用ガイダンス 全国空手道選手権大会

6
地区懇談会 （17会場（6/3 ～ 6/24））
　6月  3日：石川、富山、福知山、東京
　6月10日：新潟、静岡、愛知、和歌山
　6月17日：長野、岐阜、滋賀、京都
　6月24日：三重、大阪、兵庫、広島、四国

就職ガイダンス①（6/13） 全日本大学野球選手権記念大会（野球・吹奏楽）
日本学生陸上競技距離別グランプリシリーズ選手権大会（千葉）
全日本学生柔道優勝大会
都市景観プロジェクト「光竹」

7
就職ガイダンス②（7/11）
職業興味検査

日本学生陸上競技個人選手権大会
日本学生陸上競技距離別グランプリシリーズ選手権大会（東京）
全日本学生剣道選手権大会　　全日本女子学生剣道選手権大会
日本学生陸上競技距離別グランプリシリーズ選手権大会（千葉）

8
海外語学研修（イギリス　グリンドゥール大学） 業界研究セミナー（8/8、9）

インターンシップ企業研修
小原 ECO プロジェクト・古民家修復活動
鳥人間コンテスト選手権大会
全日本学生カヌースプリント選手権大会
全日本学生ゴルフ選手権大会　　全日本学生なぎなた選手権大会 

9
後援会会報第45号発行、発送 就職支援機材

（テレビディスプレイ・DVD プレーヤー）導入
全日本学生陸上競技対抗選手権大会
日本学生陸上競技距離別グランプリシリーズ選手権大会（神奈川）
全日本学生柔道体重別選手権大会　　バレーボール総合男女選手権大会

10
保護者キャンパス見学会及び懇談会
後援会役員会（10/7）　　学園祭

「就活手帳2013」発行
（全3年生に配付）（10/17）

就職ガイダンス③（10/17）
就職試験対策講座　　キャリア形成支援講座
企業トップセミナー①②（10/24、31）

「就活手帳」発行

明治神宮野球大会東海・北陸・愛知大学連盟代表決定戦
全日本50km 競歩大会
全日本学生剣道優勝大会
朝日杯争奪日本学生ゴルフ大会

11

就職試験対策講座（履歴書・自己 PR 作成　11/7）
就職ガイダンス④（11/14）
インターンシップ体験報告会
就職試験対策講座
	 （コミュニケーションセミナー　11/17）
	 （メイクアップ講座　11/21）
	 （面接対策　11/28）

全日本50km 競歩大会
全日本男子なぎなた選手権大会
全日本学生カヌー長距離選手権大会
全日本学生馬術大会
全日本学生選抜陸上競技大会

12
地区別就職指導会
就職試験対策講座

（合同説明会の参加の仕方、マナー講座　12/5）
都市圏就職活動セミナー（12/15）
証明写真撮影会（12/5、12）

全日本学生馬術選手権大会
日本学生陸上競技距離別グランプリシリーズ選手権大会（神奈川）
秩父宮賜杯全日本バレーボール大学選手権大会

1 就職ガイダンス⑤（1/16）

2 海外語学研修
（オーストラリア　サザンクロス大学）

学内企業合同説明会（2/12 ～ 15） 日本学生ハーフマラソン選手権大会
全国バレーボールリーグ総合男女優勝大会（千葉、愛知）

3 学位記授与式（3/15） 全国バレーボールリーグ総合男女優勝大会（東京）

平成24年4月1日～平成25年3月31日



5 後援会会報　第47号

福井工業大学後援会[収入の部 ] （単位　円）
項　　目 前年度予算額 予　算　額 差　異 備　　　考

会 費 13,125,000 13,875,000 750,000

会 費 13,125,000 13,875,000 750,000 ＠7,500×1,850名

雑 収 入 80,000 70,000 △ 10,000

雑 収 入 80,000 70,000 △ 10,000 預金利子、他

繰 越 金 15,182,871 12,707,347 △ 2,475,524

前年度繰越金 15,182,871 12,707,347 △ 2,475,524

収 入 合 計 28,387,871 26,652,347 △ 1,735,524

[支出の部 ] （単位　円）
項　　目 前年度予算額 予　算　額 差　異 備　　　考

会 議 費 600,000 600,000 0

会 議 費 600,000 600,000 0

需 要 費 340,000 310,000 △ 30,000

消  耗  品  費 40,000 30,000 △ 10,000

通 信 費 100,000 100,000 0

印 刷 費 200,000 180,000 △ 20,000

事 業 費 14,200,000 14,900,000 700,000

厚 生 補 導 費 400,000 400,000 0

クラブ活動費 7,000,000 8,000,000 1,000,000 ホッケー部新設

英語留学支援費 500,000 500,000 0 オーストラリア語学研修

就 職 支 援 費 1,500,000 1,500,000 0 キャリアセンター事業

地 区 活 動 費 3,000,000 2,800,000 △ 200,000

創立記念積立金 300,000 300,000 0

会 報 発 行 費 1,500,000 1,400,000 △ 100,000

慶 弔 費 200,000 180,000 △ 20,000

慶 弔 費 200,000 180,000 △ 20,000

旅 費 800,000 800,000 0

旅   費 800,000 800,000 0

大学祭補助費 700,000 700,000 0

大学祭補助費 700,000 700,000 0

予 備 費 11,547,871 9,162,347 △ 2,385,524

予 備 費 11,547,871 9,162,347 △ 2,385,524

支 出 合 計 28,387,871 26,652,347 △ 1,735,524

《積立金会計》 （単位　円）
名　　称 前年度残高 今年度積立金 今年度取崩額 今年度末残高 備　考

創立70周年記念積立金 900,195 300,000 0 1,200,195

（後援会学生活動補助基準により補助金支出が予想されるもののみ記載）

平成25年度  収支予算書

平成25年度  事業報告

別記
第5

別記
第4

月 主 要 行 事 就 職 活 動 支 援 ク ラ ブ 活 動 支 援

4
入学式（4/5）
後援会会報第46号発行 （4/15）

地区就職開拓
厚生補導　　就職指導
インターンシップガイダンス

「自己発見レポート」実施
学内企業合同説明会（4/23、24）

全日本競歩輪島大会
日本学生陸上競技距離別グランプリシリーズ選手権大会（神奈川）
カヌースプリント海外派遣選手選考会

5
新入生歓迎パーティー（5/1）
後援会役員会 （5/25）
後援会定期総会（5/25）
福井地区懇談会 （5/25）

自己発見レポート活用ガイダンス（5/8）
就職ガイダンス①（5/15）

全国空手道選手権大会

6
地区懇談会 （3会場）
　6月  2日：東海地区（名古屋市）
　6月  9日：関西地区（大阪市）
　6月23日：北陸地区（高岡市）

就職ガイダンス②（6/5） 全日本大学野球選手権記念大会（野球・吹奏楽）
日本学生陸上競技距離別グランプリシリーズ選手権大会（千葉）
全日本学生柔道優勝大会
全日本ホッケー選手権

7
就職ガイダンス③（7/10）
職業興味検査
就活へのアドバイス（7/27）

日本学生陸上競技個人選手権大会
日本学生陸上競技距離別グランプリシリーズ選手権大会（東京）
全日本学生剣道選手権大会　　全日本女子学生剣道選手権大会
日本学生陸上競技距離別グランプリシリーズ選手権大会（千葉）

8
海外語学研修

（オーストラリア　サザンクロス大学）
業界研究セミナー（8/7、8）
インターンシップ企業研修

小原 ECO プロジェクト・古民家修復活動
鳥人間コンテスト選手権大会
全日本学生カヌースプリント選手権大会
全日本学生ゴルフ選手権大会　　全日本学生なぎなた選手権大会

9
後援会会報第47号発行

（中旬発行、下旬発送）
全日本学生陸上競技対抗選手権大会
日本学生陸上競技距離別グランプリシリーズ選手権大会（神奈川）
全日本学生柔道体重別選手権大会　　バレーボール総合男女選手権大会
全日本学生ホッケー選手権大会

10
保護者キャンパス見学会及び懇談会（上旬）
後援会役員会（上旬）
学園祭（10/12 ～ 14）

「就活手帳2014」発行（全3年生に配付）

就職ガイダンス④（10/2）
就職試験対策講座①（SPI2・一般常識　10/16）
企業トップセミナー①②

「就活手帳」発行

明治神宮野球大会
全日本50Km 競歩大会
全日本学生剣道優勝大会
朝日杯争奪日本学生ゴルフ大会

11

就職ガイダンス⑤（11/13）
インターンシップ体験報告会
就活にむけてのコミュニケーションセミナー（11/9）
就職試験対策講座②～⑤	 （自己分析　11/5 ～ 8）
	 （メイクアップ講座男性 / 女性編　11/16）
	 （面接の為のボイストレーニング　11/20）
	 （履歴書の書き方　11/25 ～ 29）

全日本50km 競歩大会
全日本男子なぎなた選手権大会
全日本学生カヌー長距離選手権大会
全日本学生馬術大会
全日本学生選抜陸上競技大会
全日本学生ホッケー選手権

12
地区別就職指導会　　都市圏就職活動セミナー
証明写真撮影会　　　就職試験対策講座⑥

（合同企業説明会の参加の仕方、マナー講座　12/4）

全日本学生馬術選手権大会
日本学生陸上競技距離別グランプリシリーズ選手権大会（神奈川）
秩父宮賜杯全日本バレーボール大学選手権大会

1
就職ガイダンス⑥（1/15）
就職内定者フォローセミナー（1/31）
就職試験対策講座⑦（面接対策セミナー　1/20 ～ 24）

2 学内企業合同説明会（2/4 ～ 7） 日本学生ハーフマラソン選手権大会
全国バレーボールリーグ総合男女優勝大会（千葉、愛知）

3 学位記授与式（3/15） 全国バレーボールリーグ総合男女優勝大会（東京）

平成25年4月1日～平成26年3月31日
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本
年
度
の
地
区
懇
談
会
は
、

五
月
二
十
五
日
の
福
井
会
場
を

皮
切
り
に
、
六
月
二
日
に
東
海

地
区
会
場
（
名
古
屋
市
）、
九

日
に
関
西
地
区
会
場
（
大
阪

市
）、
二
十
三
日
に
北
陸
地
区
会

場
（
高
岡
市
）
に
て
保
護
者
懇

談
会
を
実
施
い
た
し
ま
し
た
。

　

昨
年
度
の
保
護
者
、
及
び
後

援
会
役
員
の
意
見
を
参
考
に
し

地
区
懇
談
会
に
多
数
の
参
加
を
頂
き
、あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

ま
し
て
、
今
年
度
は
地
方
の
会

場
を
集
約
し
、
そ
の
代
わ
り

に
、
一
つ
の
会
場
ご
と
の
参
加

者
の
増
加
、
実
施
内
容
を
充
実

さ
せ
る
目
的
の
中
、
午
前
は
本

学
の
教
育
内
容
や
学
生
生
活
の

説
明
、
就
職
・
資
格
の
支
援
体

制
の
紹
介
、
本
学
同
窓
会
の
活

動
報
告
を
行
い
、
昼
食
の
懇
親

会
を
は
さ
ん
で
、
午
後
よ
り
個

別
面
談
を
行
う
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

と
な
り
ま
し
た
。

　

懇
親
会
（
昼
食
）
は
初
の
試

み
で
あ
り
ま
し
た
が
、
参
加
者

は
教
職
員
と
の
話
し
合
い
だ
け

で
な
く
、
同
じ
境
遇
の
保
護
者

と
の
情
報
交
換
や
ま
た
本
学
同

窓
生
と
の
会
話
に
よ
り
親
交
を

深
め
る
こ
と
が
出
来
た
、
な
ど

と
大
変
好
評
で
し
た
。

　

個
人
面
談
に
お
い
て
は
、
所

属
学
科
の
教
員
と
大
学
で
の
授

業
出
席
な
ど
を
含
め
た
生
活
の

状
況
、
資
格
取
得
や
就
職
等
多

岐
に
わ
た
る
内
容
に
つ
い
て
有

意
義
な
懇
談
の
場
が
も
た
れ
ま

し
た
。

　

日
曜
日
開
催
に
も
か
か
わ
ら

ず
ご
出
席
い
た
だ
い
た
大
学
の

教
員
の
先
生
方
、
本
学
同
窓
会

の
支
部
長
・
役
員
様
、
後
援
会

役
員
の
皆
様
に
は
大
変
お
世
話

に
な
り
ま
し
た
。

　

こ
の
場
を
お
借
り
し
ま
し
て

御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

ま
た
、
多
く
の
保
護
者
に
ご

参
加
頂
き
、
ま
た
貴
重
な
ご
意

見
も
頂
戴
い
た
だ
き
、
本
当
に

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

今
後
も
よ
り
一
層
、
多
く
の

保
護
者
が
来
場
、
満
足
い
た
だ

け
る
よ
う
な
充
実
し
た
内
容
を

考
え
て
参
り
た
い
と
考
え
て
お

り
ま
す
。

　

尚
、
ご
回
答
い
た
だ
い
た
ア

ン
ケ
ー
ト
の
集
計
な
ど
に
つ
い

て
、
次
ペ
ー
ジ
に
ご
紹
介
い
た

し
ま
す
。

※当日、連絡なしに欠席される保護者の方がおられました。個人面談等の都合上、連絡をいただきますよう宜しくお願いします。

地方会場の1会場あたりの参加者数

平成25年度　地区懇談会　参加者数　（当日ご出席分）

年　度 会場数 参加者 1会場あたり
参加者数

平成24年度 17会場 123名 7.2名

平成25年度   3会場 69名 23.0名

会　場 実施日 合　計 前年度 　　　備　考

本学 福　井 5月25日 110 98

地方
会場

高　岡 6月23日 27 27 ※H24年度　富山市で開催

名古屋 6月  2日 12 4
大　阪 6月  9日 30 11
他会場 81 ※H24年度　 上記以外に14会場

合　計 179 221

平
成
二
十
五
年
度

地
区
懇
談
会
を
終
え
て

当日のスケジュール（地方会場）
10：00～ 開会

・本学代表者挨拶
・本学の教育体制説明（全体説明）
・同窓会代表者活動報告、～本学を卒業して～
自身の大学時代の話も交えて、本学の誇れるところ、卒業して学んだ事をお話頂きました。

12：00～ 懇親会
学科ごとにテーブルに別れ、学科教員や職員と懇談を実施しました。

13：00～ 個人面談
・学科担当教員との個人面談
・就職・資格についての個別相談　（事務局就職支援課）

（個人面談終了者からご退席）

15：00 閉会

本学への意見、
要望・ご感想、
また今後の懇談会の
プログラムの要望
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非常に多くの保護者様より、良い評価を
いただきました。
中には、「このような内容ならもっと早く
から参加すればよかった」
「他の保護者様にもぜひ知ってもらいた
い」等のお声もありました。
大学生活やご子息様の近況を詳しく聞く
ことができます。
次回以降の皆様の参加をお待ちしており
ます。

・こういう会があれば子どものいろんな事が聞けて安心
できる。

・大学の教職員の方々と直に話せた事が良かった。
・就活の話をわかりやすくしてもらえてよかった。少し

希望が持てた。
・交流の場があって良いと思うが参加しづらい面もある。
・昼食の雰囲気の中、先生や他の保護者の方と会話でき

たのが良かった。
・ゆっくり話が聞ける。
・思っていたより話が弾んだ。次回も是非行ってほしい。

・少人数で同じ学科の保護者や学科の先生とお話できて
よかった。

・個別面談と異なる話が出来、保護者同士情報を共有で
きる。

・先生との話し合いだけで良い。
・経費がもったいない様な。喫茶位まででいいのではな

いか。
・時間的に余裕がない。初めて会った方と昼食をとって

も…

・担当教員の方が熱心で安心した。
・大学での子どもの様子が聞けて良かった。直接先生と話ができて良かった。
・本人と一緒にできる機会もあれば良いと思う。
・卒業研究のテーマを知らせてもらい安心した。
・大学において子どもの状況が分かった。また、今後の就職の予定が理解で

きた。
・思っていた以上に学校の様子が分かって良かった。
・子どもを充分観察・分析してもらっていた。将来の進むべき道にも沿って

具体的なアドバイスをもらえて大変よかった。
・教員の方の思い（考え）や自分の思いなどを話せたので参加してよかった

と思う。
・講義の実際の出欠、授業態度等知ることができてよかった。
・大学での子どもの様子を知ることができたのと、今後のアドバイスも頂く

ことができた。
・兄の通う大学では考えられない熱心な対応に驚いた。今後も参加する。

【本学会場】
・学生の授業や活動の様子を映像で観てみたい。
・機会があればまた参加したい。
・本人も一緒に懇談できる三者面談もあれば良いと思う。
・キャリアセンターの方々には益々学生のために尽力してほしい。

【地方会場】
・もっと多くの方に出席してもらいたいと思う。このような機会はなか

なか持つことができないので。
・先生との話ができてよかったと思う。就職活動が厳しい中、就職率が

よく期待している。
・奨学金についてもっと詳しく教えてほしい。
・自宅近くの開催で助かった／自宅の近くで開催してほしい
・会場は分かりやすい（アクセスの良い）場所がいい
・大学としては異例の担当教員制があり、年に1回は個別懇談会がある

ことが大変嬉しい。
・今回学科ごとのテーブルだったので他の保護者の方とも共感をもって

話ができたのもよかった。
・なかなか学校の方へ行けないので色々なことが聞けた。
・市民塾を併せて開いてほしい。例えばホームページの作り方とか教え

てもらいたい。

後援会報にも後援会のホーム
ページの周知をするなどし、
情報交換の場となればと考え
ています。

保護者の貴重なご意見を少しでも反映することが出来るよう、
次回以降、内容をより充実して参ります。

初の試みに様々なご意見を頂戴しました。次年度はより充実した内容となるよう検討いたします。

保 護 者ア ンケート（ たくさん のご 回 答ありがとうござ いました ）

Q

Q
Q

Q

Q

Q今回の地区懇談会について

教員との個別懇談について

本学への意見、
要望・ご感想、
また今後の懇談会の
プログラムの要望

今年度より昼食を兼ねて大学側・保護者との懇親会を実施しました（地方会場のみ）

本学ホームページに
後援会のページがあります。
ご存じでしたか？

地区懇談会に参加を決めた理由

十分満足できた
81.3％

16.7％

2.0％
満足できた

分からないところ・
不満がある

46.4％
知らなかった
53.6％

ホームページを
知っている
ホームページを
知っている

今後も続けたほうが
いい

83.3％

16.7％

実施しなくても
よい

子どもの
大学の様子が
気になったから

29.0％

26.0％14.5％

8.4％
4.6％
15.3％

2.3％

教員（担当教員）と
話がしたかったから

勉学等について
不安なところが
あるから

他の保護者との
交流を深めたい
から

自宅から近くの
会場での開催
だったから

就職や資格の
状況について
知りたいから

奨学金や学費について
知りたいから

理由
（抜粋）

ご意見
（抜粋）
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01キ
ャ
リ
ア
教
育
と
就
職
支
援
の
充
実

教職一体となった就職支援

　

本
学
で
は
、
キ
ャ
リ
ア
教
育
の
充
実
に
全

力
を
挙
げ
て
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

１
年
生
に
お
い
て
は
、
一
人
の
教
員
が
10

名
前
後
の
学
生
に
行
う
授
業
「
Ｆ
Ｔ
Ｈ
」（
Ｆ

ｒ
ｅ
ｅ
Ｔ
ａ
ｌ
ｋ
ｉ
ｎ
ｇ
Ｈ
ｏ
ｕ
ｒ
）
や
「
コ

ン
ピ
ュ
ー
タ
リ
テ
ラ
シ
ー
Ⅰ
・
Ⅱ
」、「
日
本
語

の
基
礎
」、
2
年
生
で
は
、
県
内
政
財
界
の
著

名
人
を
講
師
に
迎
え
て
の
「
地
域
共
生
学
」

や
「
日
本
語
表
現
法
」、
平
成
25
年
度
よ
り
ス

タ
ー
ト
し
た
「
キ
ャ
リ
ア
デ
ザ
イ
ン
Ⅰ
・
Ⅱ
」、

3
年
生
に
な
っ
て
か
ら
は
、
よ
り
専
門
性
を

重
視
し
た
「
Ｆ
Ｔ
Ｈ
」
と
「
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ

プ
」
の
実
施
、
と
い
う
よ
う
に
複
数
の
キ
ャ

リ
ア
形
成
科
目
を
効
率
よ
く
、
機
動
的
に
実

施
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
資
格
取
得
を
希
望
す
る
学
生
に
対

し
て
は
、
学
内
に
お
い
て
「
特
別
講
座
」
を

開
講
し
、
合
格
に
向
け
て
の
支
援
も
行
っ
て

い
ま
す
。
毎
年
、
難
関
な
資
格
に
チ
ャ
レ
ン

ジ
し
、
見
事
合
格
し
た
学
生
も
お
り
ま
す
。

　

一
方
、
就
職
活
動
に
対
す
る
支
援
と
し

て
、
1
年
生
の
「
自
己
発
見
レ
ポ
ー
ト
」
や

2
年
生
の
「
業
界
研
究
セ
ミ
ナ
ー
」、
本
格

的
な
就
職
活
動
を
1
年
後
に
控
え
た
3
年
生

に
は
「
就
職
ガ
イ
ダ
ン
ス
（
6
回
）」
や
「
就

職
試
験
対
策
講
座（
7
回
）」、数
多
く
の「
セ

ミ
ナ
ー
」、「
学
内
企
業
合
同
説
明
会
」
を
実

施
し
て
い
ま
す
。

　

当
然
の
こ
と
な
が
ら
4
年
生
に
対
し
て

は
、
一
日
で
も
早
く
企
業
か
ら
の
内
々
定
が

得
ら
れ
る
よ
う
、
教
職
員
が
一
体
と
な
っ
て
、

し
っ
か
り
と
し
た
個
別
指
導
な
ど
就
職
支
援

を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

　

本
学
で
は
、
こ
の
よ
う
に
キ
ャ
リ
ア
教
育

と
就
職
支
援
を
連
動
さ
せ
、
充
実
を
図
っ
て

い
ま
す
。

　

そ
の
結
果
、
最
近
3
年
間
の
就
職
率
は
、

平
成
22
年
度
（
平
成
23
年
3
月
）
卒
業
者

９
５
・
2
％
、
平
成
23
年
度
（
平
成
24
年
3

月
）
卒
業
者
９
７
・
3
％
、平
成
24
年
度
（
平

成
25
年
3
月
）
卒
業
者
９
７
・
9
％
と
、
高

い
就
職
実
績
を
誇
っ
て
い
ま
す
。
各
県
別

の
就
職
状
況
も
、
高
い
就
職
率
に
な
っ
て

い
ま
す
。

１
年
生
か
ら
３
年
生
ま
で

「
キ
ャ
リ
ア
形
成
科
目
」を
効
率
よ
く
、機
動
的
に
実
施
！

平
成
25
年
3
月
卒
業
者
の

就
職
率
は
９
７
．９
％
！

教
職
員
が一体
と
な
って

就
職
支
援
を
実
施
！

１年生 ２年生 ３年生 ４年生

新入生キャリアガイダンス
自己発見レポート
特別講座開講説明

業界研究セミナー
企業人材養成講座
インターンシップ体験

就職ガイダンス（６回）
進路希望調査・個別指導
就職試験対策講座（７回）
インターンシップ概論
就活手帳の配布
職業興味検査
企業トップセミナー（２回）
都市圏就活セミナー
証明写真撮影
学内企業合同説明会

学内企業合同説明会
個別企業説明会
個別指導
就職内定者
フォローセミナー

資料関係

毎年2月に開催される
学内企業合同説明会

キャリアガイダンス

の
た
め
の

者護
保

就
職
活
動

セ
ミ
ナ
ー

特 集

平
成
25
年
5
月
25
日　

後
援
会
定
期
総
会
（
福
井
工
業
大
学
キ
ャ
ン
パ
ス
）

平
成
25
年
6
月
2
日　

東
海
地
区
懇
談
会
（
名
古
屋
ガ
ー
デ
ン
パ
レ
ス
）

平
成
25
年
6
月
9
日　

関
西
地
区
懇
談
会
（
大
阪
ガ
ー
デ
ン
パ
レ
ス
）

平
成
25
年
6
月
23
日　

北
陸
地
区
懇
談
会
（
高
岡
地
域
地
場
産
業
セ
ン
タ
ー
）

講
師
／
キ
ャ
リ
ア
セ
ン
タ
ー
就
職
支
援
課
長　

天
谷
幸
雄

演
題
／
「
福
井
工
業
大
学
に
お
け
る
就
職
支
援
の
現
状
と
最
近
の
就
職
事
情
」
か
ら
抜
粋
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0203 最
新
の
就
職
事
情

キャリアセンターの
行事計画

政府要請に基づく倫理憲章の見直し 高い就職実績

　

い
ま
、
マ
ス
コ
ミ
な
ど
で
話
題
に
な
っ
て

い
る
「
大
学
生
の
就
職
活
動
の
解
禁
時
期
を
、

現
行
よ
り
3
ヶ
月
繰
り
下
げ
て
大
学
3
年
生

の
3
月
と
す
る
」
と
い
う
動
き
に
つ
い
て
説

明
し
ま
す
。

　

政
府
が
経
団
連
な
ど
経
済
界
に
要
請
し
た

内
容
は
、
２
０
１
６
年
に
卒
業
を
予
定
す
る

現
在
の
大
学
2
年
生
か
ら
適
用
さ
れ
る
も
の

で
す
。

平成25年10月以降の就職支援行事を紹介します。

（単位：社・人・％）

※工学部：各年次5月1日現在

　

具
体
的
に
は
、
3
年
生
に
対
す
る
広
報
活

動
の
開
始
時
期
が
現
行
の
12
月
か
ら
翌
年
の

3
月
に
、
4
年
生
に
対
す
る
採
用
選
考
活
動

の
開
始
時
期
が
現
行
の
4
月
か
ら
8
月
に
そ

れ
ぞ
れ
繰
り
下
が
り
ま
す
。

　

学
業
へ
の
専
念
を
意
図
と
し
た
今
回
の
要

請
で
あ
り
ま
す
の
で
、
今
後
の
経
済
界
等
の

動
向
を
注
視
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

本
学
に
お
い
て
は
、
こ
う
し
た
新
た
な

動
き
に
対
し
て
、
次
の
よ
う
な
対
策
を
講

じ
ま
す
。

1 

学
生
に
不
安
と
混
乱
が
生
じ
な
い
よ
う
、

き
め
細
か
く
丁
寧
な
対
応
に
心
掛
け
ま

す
。

2 

Ｆ
Ｔ
Ｈ
、
キ
ャ
リ
ア
デ
ザ
イ
ン
、
イ
ン

タ
ー
ン
シ
ッ
プ
な
ど
キ
ャ
リ
ア
教
育
・
職

業
教
育
の
充
実
に
努
め
ま
す
。

3 

地
域
産
業
界
の
ニ
ー
ズ
を
踏
ま
え
た
カ

リ
キ
ュ
ラ
ム
を
検
討
し
ま
す
。

4 

企
業
・
業
界
研
究
の
早
期
な
取
り
組
み
を

徹
底
し
ま
す
。

5 

Ｏ
Ｂ
・
Ｏ
Ｇ
等
の
リ
ク
ル
ー
タ
ー
と
し
て

の
支
援
を
要
請
し
ま
す
。

就
職
活
動
解
禁

3
ヶ
月
繰
り
下
げ
の
動
き

学
生
に
不
安
と
混
乱
が
生
じ

な
い
よ
う
、き
め
細
か
く

丁
寧
な
対
応
を
！

月 日 曜 対象 行事内容

10

2 水 3年生 就職ガイダンス4
「就職活動の進め方」

16 水 3年生 就職試験対策講座1
「SPI2・一般常識対策」

19 土 3年生・
2年生 インターンシップ体験発表会

23 水 3年生 企業トップセミナー1

30 水 3年生 企業トップセミナー2

11

3 日 3年生 インターンシップ報告会

5～8 火～金 3年生 就職試験対策講座2
「自己分析」

6 水 3年生 就職試験対策講座3
「メイクアップ講座（男性編・女性編）」

13 水 3年生 就職ガイダンス5
「就職活動へのアドバイス」

16 土 3年生 就活にむけての
コミュニケーションセミナー

20 水 3年生 就職試験対策講座4
「面接のためのヴォイストレーニング」

25～29 月～金 3年生 就職試験対策講座5
「履歴書の書き方」

27 水 3年生 証明写真撮影会
（12月4日にも実施）

12

2～ 月～ 3年生 個別指導（ＥＣ・履歴書添削、
模擬面接）／個別企業説明会

4 水 3年生 就職試験対策講座6
「合同企業説明会の参加の仕方」

14 土 3年生 都市圏就職活動セミナー
（大阪）

1

8 水 3年生 就職ガイダンス6
「学内企業合同説明会の詳細説明」

20～24 月～金 3年生 就職試験対策講座7
「面接対策セミナー」

24 金 4年生 就職内定者フォローセミナー

29～2/1 水～土 3年生 学内企業合同説明会

広報活動の
開始時期

採用選考活動の
開始時期 内定解禁

4年生 平成24年12月  1日 平成25年  4月  1日 平成25年10月  1日

3年生 平成25年12月  1日 平成26年  4月  1日 平成26年10月  1日

2年生 平成27年  3月  1日 平成27年  8月  1日 平成27年10月  1日

1年生 平成28年  3月  1日 平成28年  8月  1日 平成28年10月  1日

【工学部　３月卒】 H25.3卒 H24.3卒 H23.3卒 H22.3卒 H21.3卒

①求人受理企業件数 2,127 2,029 2,118 2,595 3,635

②卒業者数 315 296 371 431 567

③就職希望者数 281 263 336 377 521

④就職者数 275 256 320 332 503

⑤うち公務員 9 2 7 7 13

⑥就職率（④／③） 97.9 97.3 95.2 88.1 96.5

⑦進学者数（大学院） 22 18 20 34 32
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平
成
二
十
五
年
六
月
十
一
日
（
火
）
か
ら

神
宮
球
場
・
東
京
ド
ー
ム
に
て
開
催
さ
れ
た

第
六
十
二
回
全
日
本
大
学
野
球
選
手
権
大

会
に
三
年
連
続
三
十
六
回
目
の
出
場
を
し
ま

し
た
。
皆
さ
ま
か
ら
は
心
温
ま
る
声
援
を
賜

り
、
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

ロ
ボ
カ
ッ
プ
世
界
大
会

　

大
会
に
お
き
ま
し
て
は
、
一
回
戦
を
開
幕

戦
の
神
宮
球
場
で
関
甲
新
大
学
連
盟
代
表
の

上
武
大
学
と
対
戦
し
、
１
ー
８
の
敗
戦
を

喫
し
ま
し
た
。
チ
ー
ム
と
し
ま
し
て
は
目
標

を
達
成
す
る
こ
と
が
で
き
ず
、
初
戦
敗
退
と

不
本
意
な
結
果
に
終
わ
り
ま
し
た
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
学
生

は
最
後
ま
で
諦
め
ず
プ
レ

イ
し
、
ス
タ
ン
ド
で
は
大

勢
の
野
球
部
員
と
本
学

Ｏ
Ｂ
の
方
々
、
保
護
者
の

方
々
な
ど
が
一
体
と
な
っ

て
応
援
し
て
い
た
だ
き
、

大
変
意
義
深
い
大
会
と
な

り
ま
し
た
。
こ
の
経
験
を

活
か
し
、
更
な
る
レ
ベ
ル

ア
ッ
プ
を
目
指
し
て
取
り

組
ん
で
行
く
と
と
も
に
、

併
せ
て
学
生
野
球
の
根
底

に
あ
る
人
間
力
を
高
め
て

い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。
今
後
と
も
一
層
の
ご

支
援
と
ご
指
導
、
ご
鞭
撻

の
程
よ
ろ
し
く
お
願
い
致

し
ま
す
。

「
二
〇
五
〇
年
、
自
律
型
二
足
歩
行
ロ
ボ
ッ

ト
の
サ
ッ
カ
ー
チ
ー
ム
が
サ
ッ
カ
ー
Ｗ
杯
の

優
勝
国
チ
ー
ム
に
勝
つ
！
」
こ
と
を
目
指
し

た
ロ
ボ
ッ
ト
工
学
と
人
工
知
能
科
学
の
「
ロ

ボ
カ
ッ
プ
」
世
界
大
会
は
、
オ
ラ
ン
ダ
・
ア

イ
ン
ト
ホ
ー
フ
ェ
ン
で
六
月
下
旬
か
ら
一
週

間
，
約
四
十
カ
国
・
二
五
〇
〇
人
以
上
の
出

場
者
と
約
四
〇
，
〇
〇
〇
人
の
来
場
者
で
盛

大
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。「
三
次
元
シ
ミ
ュ

レ
ー
シ
ョ
ン
リ
ー
グ
部
門
」（
自
律
型
ロ
ボ
ッ

ト
の
対
戦
を
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
上
の
サ
ッ
カ
ー

フ
ィ
ー
ル
ド
で
実
行
）
に
五
年
連
続
出
場
と

な
っ
た
本
学
経
営
情
報
学
科
の
学
生
チ
ー
ム

「
Ｆ
Ｕ
Ｔ
ー
Ｋ
」（
芝
田 

稔 

君
・
四
年
、
石
高 

将
斗
君
・
三
年
、
藤
井 

達
也
君
・
三
年
）
は
、

今
年
五
月
の
日
本
大
会
で
準
優
勝
し
、
こ
の

世
界
大
会
に
挑
み
ま
し
た
が
、
第
二
ラ
ウ
ン

ド
で
敗
退
（
ベ
ス
ト
十
六
）、
ま
だ
ま
だ
強

豪
チ
ー
ム
に
対
し
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
完
成
度

が
足
り
な
い
こ
と
を
感
じ
る
結
果
と
な
り
ま

し
た
。

　

大
会
参
加
前
は
、
今
年
度
か
ら
本
学
に

開
設
さ
れ
た
「
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
セ
ン

タ
ー
」
に
て
外
国
人
教
員
と
の
英
会
話
特
訓

を
行
い
、
大
会
中
は
サ
ッ
カ
ー
ロ
ボ
ッ
ト
の

基
本
動
作
の
情
報
交
換
な
ど
、
外
国
チ
ー

ム
と
の
技
術
交
流
を
積
極
的
に
す
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
一
週
間
の
オ
ラ
ン
ダ
滞
在
は

プ
ロ
グ
ラ
ム
技
術
だ
け
で
な
く
，
語
学
や
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
重
要
さ
な
ど
今
後
に

つ
な
が
る
貴
重
な
体
験
が
で
き
ま
し
た
。

羽
ば
た
く 

学
生
た
ち

1

2

硬
式
野
球
部  

大
学
野
球
選
手
権
出
場
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小
原
Ｅ
Ｃ
Ｏ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト～古

民
家
修
復
活
動
～

　

八
年
目
を
迎
え
た
小
原
Ｅ
Ｃ
Ｏ
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
～
古
民
家
修
復
活
動
～
は
、
夏
季
休

暇
中
の
八
月
七
日
か
ら
三
十
一
日
ま
で
の
計

二
十
四
日
間
に
わ
た
っ
て
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
活
動
は
、
学
生
た
ち
が
住
民
二
人
と
い

う
、
廃
村
の
危
機
が
迫
っ
て
い
る
福
井
県
勝

山
市
北
谷
町
小
原
（
お
は
ら
）
集
落
の
再
生・

活
性
化
を
目
指
し
て
、
集
落
内
に
泊
ま
り
込

み
な
が
ら
、
古
民
家
修
復
や
景
観
整
備
を

行
っ
て
い
る
も
の
で
す
。

　

本
年
度
は
昨
年
度
と
同
様
に
、
古

民
家
修
復
活
動
に
加
え
、
お
盆
の
八
月

十
三
日
（
火
）
に
学
生
が
企
画
・
運
営

し
た｢

第
二
回　

小
原
篝
火
（
か
が
り

び
）
祭｣

を
開
催
し
、
二
〇
〇
基
の
手

作
り
灯
籠
と
十
二
基
の
篝
火
で
小
原
集

落
を
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
し
ま
し
た
。
旧
小

学
校
跡
地
に
は
能
舞
台
を
造
り
、
地
区

に
伝
わ
る
芸
能
の
披
露
と
と
も
に
宝
生

流
栄
雲
会
の
皆
さ
ん
に
よ
る
能
舞
を
上

演
、
約
七
十
名
の
来
場
者
は
、
幻
想
的

な
一
夜
を
堪
能
し
て
い
ま
し
た
。

　

古
民
家
修
復
作
業
は
、
道
場
家
住
宅

の
内
部
整
備
と
岸
下
家
住
宅
の
瓦
屋
根

の
葺
替
え
を
行
い
ま
し
た
。
炎
天
下
の

中
、
学
生
た
ち
は
大
工
棟
梁
や
瓦
職
人

の
ご
指
導
の
も
と
、
悪
戦
苦
闘
し
な
が

ら
も
楽
し
み
な
が
ら
作
業
に
あ
た
り
ま

　

福
井
工
業
大
学
鳥
人
間
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、

七
月
二
十
七
日
に
行
わ
れ
た
第
三
十
六
回
鳥

人
間
コ
ン
テ
ス
ト
２
０
１
３
に
出
場
し
ま
し

た
。
今
年
出
場
し
た
機
体
は
昨
年
の
反
省
を

踏
ま
え
、
翼
型
と
呼
ば
れ
る
翼
の
断
面
形
状

の
変
更
や
、
機
体
の
上
下
の
動
き
を
制
御
す

る
エ
レ
ベ
ー
タ
を
取
り
付
け
る
な
ど
、
さ
ま
ざ

ま
な
改
造
を
行
い
ま
し
た
。
特
に
エ
レ
ベ
ー

タ
は
、
製
作
時
に
モ
ー
タ
ー
が
破
損
す
る
な

ど
、
多
く
の
問
題
が
起
き
苦
労
し
ま
し
た
が
、

製
作
メ
ン
バ
ー
の
努
力
や
先
生
方
の
協
力
に

よ
っ
て
完
成
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

機
体
が
期
日
ま
で
に
完
成
し
、
無
事
大

会
へ
参
加
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
が
、
そ

こ
で
も
ま
た
問
題
が
発
生
、
本
番
前
日
の
機

体
審
査
時
に
機
体
の
不
備
を
指
摘
さ
れ
ま
し

た
。
審
査
に
合
格
し
な
い
と
本
番
で
飛
べ
な

い
た
め
急
い
で
改
修
を
行
い
ま
し
た
が
、
途

中
で
大
雨
が
降
る
な
ど
し
て
改
修
が
進
ま
ず
、

夜
遅
く
ま
で
作
業
を
行
い
ま
し
た
。
苦
労
の

末
、
本
番
当
日
の
朝
に
審
査
が
合
格
し
、「
こ

こ
ま
で
苦
労
し
た
の
だ
か
ら
絶
対
に
目
標
の

１
０
０
メ
ー
ト
ル
は
飛
び
た
い
！
」
と
い
う

気
持
ち
が
一
段
と
強
く
な
り
ま
し
た
。

　

長
い
待
ち
時
間
を
経
て
自
分
た
ち
の
フ
ラ

イ
ト
順
番
に
な
り
、
つ
い
に
機
体
が
飛
び
立

ち
ま
し
た
。
飛
び
立
っ
た
瞬
間
、
機
体
が
急

に
降
下
し
た
た
め
、
一
瞬
墜
落
す
る
の
で
は

し
た
。

　

今
年
度
の
活
動
に
は
、
合
計
十
八
名
の
学

生
が
作
業
に
従
事
し
、
連
日
の
猛
暑
に
も
め

げ
ず
、
朝
八
時
か
ら
夕
方
六
時
ま
で
実
際
の

建
物
に
触
れ
な
が
ら
大
学
内
の
講
義
や
実
習

で
は
得
難
い
貴
重
な
実
体
験
を
し
ま
し
た
。

さ
ら
に
、
合
宿
生
活
を
通
し
て
、
協
調
性
や

自
主
性
、
礼
儀
作
法
、
メ
モ
の
習
慣
な
ど
を

身
に
付
け
る
な
ど
、
有
意
義
か
つ
充
実
し
た

約
一
ヶ
月
間
を
送
り
ま
し
た
。

と
思
い
ま
し
た
が
、
そ
の
後
、
エ
レ
ベ
ー
タ

に
よ
る
機
体
制
御
や
降
下
で
得
た
加
速
で
順

調
に
飛
行
し
ま
し
た
。
そ
し
て
飛
行
結
果
は
、

目
標
の
記
録
を
越
え
、
１
３
４
．４
１
メ
ー

ト
ル
で
し
た
。
飛
行
結
果
が
表
示
さ
れ
た
瞬

間
、
メ
ン
バ
ー
達
は
感
動
に
満
ち
溢
れ
て
い

ま
し
た
。

　

１
０
０
メ
ー
ト
ル
以
上
の
記
録
を
達
成
し

た
も
の
の
、
機
体
に
は
ま
だ
ま
だ
改
良
す
べ

き
点
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
新
た
な
目
標

で
あ
る
２
０
０
メ
ー
ト
ル
越
え
を
目
指
す
た

め
、
こ
れ
か
ら
も
メ
ン
バ
ー
一
丸
と
な
っ
て
頑

張
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

3

4

鳥
人
間
コ
ン
テ
ス
ト

羽ばたく 学生たち

道場誓家住宅の板壁の下地
取り付けの様子 ｢第二回　小原篝火祭｣での能舞（能楽宝生流榮雲会）

岸下実家住宅の垂木の
レベル調整の様子
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Facilities 1

Facilities 2

施設紹介

4 月に日本の近世城郭や城下町と、まちづくりを総合的に研究する「FUT福井城郭
研究所」が本学図書館内に設置され、5月23日に施設完成の記者発表が行われ

ました。大学内に城郭の研究所が設立されるのは全国で初めてで、研究の成果を県や
福井市のまちづくりに役立てていく方針です。

４月から、図書館の開館時間が平日は22時、土曜日は1７時30分までとなり、これま
でより平日は2時間、土曜日は1時間それぞれ延長されました。平日はほぼ毎日、

閉館の22時まで数名の学生が図書館で学習している姿が見られます。
　開館時間延長以外にも、図書館では学生の利用者増加を図るための企画を立案し、
そのいくつかを試行しています。そのひとつが「図書館キャンペーン」で、これは参加者
に図書の貸出や放課後の来館に対してポイントを与え、一定のポイントに達した者に

は図書券を贈呈するというものです。好評を博し、多くの学生からの参加申込を受けています。
　館内に一昨年開設したラーニングコモンズはグループでの学習スペースとして定着し、年々
利用者が増加しています。今後も館内施設を使いやすく整備し、利用者第一のサービスで、「利
用したくなる図書館」であるよう努めて参ります。

①日本近世城郭・城下町に関わる調査研究やまちづくり研究の拠点として全国
へ発信する。

②今日の福井市の都市基盤でもある福井城とその城下町や大野、勝山、丸岡、鯖
江、小浜など県内の城郭と城下町、ならびに全国各地の城郭・城下町を対象と
して、それら固有の特質や特徴を解明する。

③「県都デザイン戦略」が提唱する「福井城址公園」などの福井市のまちづくりに
関わる重要な手がかり、手法を提示し、福井県や福井市と連携をしながら今後
のまちづくりに寄与する。

TOPICS

図書館開館中は随時見学可能となっています。ぜひお越しください。

FUT福井城郭研究所

設立
目的

活動
事業

図 書 館

FUT Fukui Castle and Castle Town Research Laboratory

FUT Library

①文献資料の蒐
しゅうしゅう

集：福井城、福井城下町および日本の近世城郭や城下町
に関する文献史料、研究図書などの蒐集と整理

②城郭、城下町に関わる調査研究
③研究年報・報告書、論文集などの刊行 
④講演会やシンポジウム、展覧会などの開催
⑤福井のまちづくりに対する提言や実践
⑥その他
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　5月1日（水）に、金井講堂にて平成25年度福井工業
大学新入生543名を対象に学友会が主導となり立食
形式のパーティーを開催致しました。会に先立ち、森
島洋太郎学長より「大学4年間という貴重な時間を勉
学や課外活動を積極的に取り組み、仲間とかけがいの
ない人間関係を築き、自らの夢を大きく育ててもらいた
い。4年間は長いようで、終わってしまえば一瞬。何事に
もひたむきな努力を惜しむことなく、有意義で充実した
学園生活送ってほしい。」と新入生を激励される挨拶が
ありました。その後の懇談では、学科ごとのテーブルで
は、学生と教員が交流深めたり、学科を越えて学生が
交流を深めたりする活発な姿が見受けられました。パー
ティーの最後にビンゴゲームが行われ、番号が発表さ
れる度に会場から歓声がわき、例年にない盛り上がりを
みせた新入生全体パーティーとなりました。

T O P I C S

TOPICS

　５月18日（土）～19日（日）の二日間のわたり平成25年
度福井工業大学五月祭を開催致しました。
　一日目は、カールマイヤーグラウンドにて新入生全員
参加による体育祭（運動会）を行いました。8チームに分
かれ9つの競技で得点を競い合い、去年に引き続き産
業ビジネス学科が優勝する結果となりました。学科内の
学生間の交流に加えて1年生同士が学科の枠を越えて
交流を深める事ができ、大変盛り上がりをみせた体育
祭となりました。
　二日目は、ラブリーパートナーエルパ2階エルパホー
ルにて文芸祭を行いました。文化学術部会の各クラブ
が、展示及び体験ブースを設置し、普段の活動を地域
の方々に披露するとともに学友会主導で科学実験やビ
ンゴ大会を行い、来場者の方 と々の交流を深めること
ができました。

新入生
全体パーティー

五月祭
（5月18日～19日）

N e w  s t u d e n t  p a r t y  a n d  M a y  F e s t i v a l



14後援会会報　第47号

ご子息・ご息女の勉学の場や課外活動の
練習施設等を見学しませんか？
保護者相互・教職員との親睦・交流の場と
して、懇談会も開催いたします。
学修状況、就職、学生生活等について
お気軽にご相談下さい。
多数のご出席をお待ちしております。

拝啓　時下、ますますご清栄にてご活躍のこととお喜び申し上げます。
平素は、本学の教育に対しましてご理解とご協力を賜り厚くお礼申し上げます。
さて、ご子息・ご息女の通われる大学についてより良く知っていただくため、「保護者キャンパス見学会及び懇談会」を
本年も大学祭期間中に開催することになりました。
私どもは、より充実した教育や研究を推進するため多くの整備された研究設備や実験室を設置し、また、ＦＵＴタワーは
授業や就職支援・学習支援・学生生活支援等の拠点として稼動しています。ご子息・ご息女がどのようなところでどのよ
うにして学んでいるのかをご覧いただきたく、是非ご参加くださいますようご案内申し上げます。
なお、当日は個別面談等も予定しておりますので、先般６月に開催しました地区懇談会にご都合等により参加できなかっ
た保護者の方は、是非ともこの機会にご参加いただきたく重ねてご案内申し上げます。 　　　　　　　　　 　敬　具

平成25年９月　　　　　福井工業大学  学 長　森 島　洋太郎　　　 福井工業大学後援会  会 長　谷 川  博 也

当日は大学祭の期間中です。本学学生の活気溢れる姿をご覧ください。

10/12
［ ～ ］

土
～ 受　付　見学会、懇談会の順番受付

昼　食　学園レストランにて（当日食事券をお渡しいたします）

～ 見学会　学園施設、大学施設・装置設備等のご見学

懇談会　学業、就職、学生生活、大学院進学、カウンセリング
　　　　等に関するご相談

福井工業大学 庶務課
－ － － －

【お申込み・連絡先】
参加予定及び個人面談をご希望の方は、準備の都合等が
ありますので、9月30日㈪までに右記にご連絡
くださいますようお願いいたします。

受付時間は12：00～13：00です。
必ずこの時間内に受付をお済ませ下さい。

福
井
工
業
大
学
後
援
会
規
約

【
第
１
章　

名
称
及
び
目
的
】

第
1
条	

1
本
会
は
、
学
校
法
人
金
井
学
園
福
井
工
業
大
学
後
援
会
と
称

す
る
。

	

2
事
務
所
は
、
福
井
工
業
大
学
事
務
局
に
置
く
。

第
2
条	

本
会
は
、
福
井
工
業
大
学
の
繁
栄
を
期
し
、
会
員
相
互
の
連
絡
親

睦
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

【
第
２
章　

目　

的
】

第
3
条	

本
会
は
、
そ
の
目
的
を
達
成
す
る
た
め
に
次
の
こ
と
を
行
う
。

	

⑴
大
学
の
運
営
に
寄
与
す
る
事
項

	

⑵
学
生
の
福
利
厚
生
の
増
進
に
寄
与
す
る
事
項

	

⑶
会
員
相
互
の
連
絡
親
睦
を
図
る
事
項

	

⑷
そ
の
他
、
会
目
的
に
必
要
な
事
項

【
第
３
章　

会　

員
】

第
4
条	

本
会
の
会
員
は
、
正
会
員
、
賛
助
会
員
と
す
る
。
正
会
員
は
、
福

井
工
業
大
学
に
在
学
す
る
学
生
の
親
又
は
親
族
と
す
る
。
賛
助
会

員
は
、
本
会
の
趣
旨
に
賛
同
す
る
者
と
す
る
。

【
第
４
章　

役
員
及
び
顧
問
】

第
5
条	

1
本
会
に
、
次
の
役
員
を
置
く
。

	

　

⑴
会　

長　
　
　
　

１
名

	

　

⑵
副
会
長　
　
　
　

２
名

	

　

⑶
理　

事　
　
　
　

若
干
名　

	

　

⑷
監　

事　
　
　
　

２
名　

	

2
役
員
の
任
期
は
、
１
年
と
し
再
任
を
妨
げ
な
い
。

第
6
条	

会
長
、
副
会
長
、
監
事
及
び
理
事
の
選
出
は
、
役
員
会
で
選
考

し
、
総
会
に
お
い
て
決
定
す
る
。

第
7
条	

1
賛
助
会
員
は
、
役
員
会
に
お
い
て
必
要
に
応
じ
て
選
考
し
、
会

長
が
こ
れ
を
任
命
す
る
。

	

2
顧
問
は
会
長
が
、
学
識
経
験
者
又
は
在
学
生
の
親
若
し
く
は
親

族
が
公
職
等
に
あ
る
者
に
委
嘱
す
る
。

第
8
条	

1
会
長
は
、
本
会
を
代
表
し
て
会
務
を
総
括
す
る
。

	

2
副
会
長
は
、
会
長
を
補
佐
し
、
会
長
事
故
あ
る
と
き
は
こ
れ
に

代
わ
る
。

	

3
監
事
は
、
会
計
を
監
査
し
て
総
会
に
報
告
す
る
。

	

4
理
事
は
、
会
長
の
命
を
受
け
会
務
を
処
理
す
る
。

【
第
５
章　

総
会
及
び
役
員
会
】

第
9
条	

1
定
例
総
会
は
、
毎
年
１
回
行
う
。
会
長
が
必
要
と
認
め
た
と
き

は
、
臨
時
総
会
を
開
く
こ
と
が
で
き
る
。

	

2
総
会
の
議
長
は
、
会
長
が
こ
れ
に
当
た
る
。

	

3
役
員
会
は
、
会
長
が
こ
れ
を
招
集
す
る
。

	

4
総
会
は
、
会
員
総
数
の
３
分
の
１
以
上
の
出
席
を
も
っ
て
成
立

す
る
。

	

5
総
会
の
決
議
は
、
出
席
会
員
の
過
半
数
を
も
っ
て
成
立
す
る
。

	

6
総
会
の
審
議
事
項
は
次
の
と
お
り
と
す
る
。

	

　

⑴
役
員
の
承
認

	

　

⑵
決
算
承
認

	

　

⑶
予
算
審
議

	

　

⑷
事
業
報
告

【
第
６
章　

会　

計
】

第
10
条	

1
本
会
の
経
費
は
、
会
費
及
び
寄
付
金
を
も
っ
て
充
て
る
。

	

（
会
費
に
つ
い
て
は
、
別
に
定
め
る
。）

	

2
会
計
年
度
は
毎
年
4
月
に
始
ま
り
翌
年
3
月
に
終
わ
る
。

附　

則

	

こ
の
規
約
は
、
昭
和
43
年
5
月
16
日
か
ら
施
行
す
る
。

　
　
　
　
　
　

平
成
7
年
5
月
22
日
改
正

　
　
　
　
　
　

平
成
19
年
5
月
26
日
改
正

保護者キャンパス見学会
及び懇談会開催について
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試　　験　　区　　分 専願/併願 出願期間（締切日消印有効） 試　験　日

A  O  入  試 専  願
◆エントリー H25. 8. 1 （木）～  8. 30 （金）
◆面談日 H25. 9. 7 （土）
◆出願期間 H25. 9. 9 （月）～  9. 13 （金）

H25.  9. 21（土）

スポーツ・
吹奏楽推薦入試

前　期
専  願

　H25.   9. 17 （火）～10.   1 （火） H25. 10.   9（水）

後　期 　H26.   1. 31 （金）～  2. 14 （金） H26.   2. 20（木）

女子学生特別推薦入試 専  願 　H25.   9. 30 （月）～10. 18 （金） H25. 10. 26（土）

専門高校・総合学科
推薦入試

前　期
併  願

　H25.   9. 30 （月）～10. 18 （金） H25. 10. 26（土）

後　期 　H25. 11. 11 （月）～11. 28 （木） H25. 12.   7（土）

自己推薦入試
前　期

併  願
　H25.   9. 30 （月）～10. 18 （金） H25. 10. 26（土）

後　期 　H25. 11. 11 （月）～11. 28 （木） H25. 12.   7（土）

ポートフォリオ推薦入試 併  願 　H25.   9.   2 （月）～  9. 13 （金） H25.   9. 21（土）

センター試験
利用入試

前　期

併  願

　H26.   1.   6 （月）～  1. 29 （水）
本学独自の
個別試験は
課しません。

中　期 　H26.   1. 30 （木）～  2. 14 （金）

後　期 　H26.   2. 17 （月）～  3. 24 （月）

一般入試

前期①日程

併  願

　H26.   1.   6 （月）～  1. 23 （木）
H26.   1. 29（水）

前期②日程 H26.   1. 30（木）

中　期 　H26.   1. 27 （月）～  2. 14 （金） H26.   2. 20（木）

後　期 　H26.   2. 17 （月）～  3.   5 （水） H26.   3. 12（水）

編入学試験  前　期 　H25.   9.   2 （月）～  9. 11 （水） H25.   9. 21（土）

編入学試験  後　期 　H26.   1. 27 （月）～  2.   7 （金） H26.   2.18（火）

社会人入試 　H26.   1.   6 （月）～  1. 21 （火） H26.   1. 30（木）

学　科 募集定員 学　科 募集定員

電気電子情報工学科 80

機 械 工 学 科 100

建築生活環境学科 65

デザイン学科 60

経営情報学科 65

産業ビジネス学科 60

環境生命化学科 45

原子力技術応用工学科 25

●入試日程 ●募集定員
2014年度 工学部入試概要

福井工業大学 奨学金制度

●特待合格制度
　本学では特待合格制度を設けており、次の試験区分の
合格者のうち対象者は入学金（25万円）が免除されます。
・「スポーツ・吹奏楽推薦入試」合格者のうち
　全国大会出場者（対象大会あり）
・「女子学生特別推薦入試」合格者
・「ポートフォリオ推薦入試」合格者

●推薦選抜奨学金
　①対象入試　自己推薦入試前期の志願者、専門高校・総合

学科推薦入試前期の志願者で希望者
　②内　　容　年間授業料半額減免（原則４年間）

※ただし、毎年度末に学業成績による継続審査あり

　③選 考 日　平成25年10月26日㈯
　④選　　考　工学適性検査（推薦選抜奨学生選考試験）を

100点満点中70点以上の成績者より選考
　⑤採用人数　工学適性検査70点以上の成績者全員

●一般選抜奨学金
　①対象入試　一般入試前期、センター試験利用入試前期
　②内　　容　第１種：入学金全額と入学年度年間授業料

全額を免除（原則４年間）
 第２種：入学金全額と入学年度年間学納金

半額を減免（原則４年間）
※ただし、第１種・第２種とも毎年度末に学業成績による継続審査あり

　③選　　考　一般入試前期、センター試験利用入試前期の
入試成績上位者より選考

　④採用人数　（試験区分ごとに）
　　　　　　　第１種：３名を採用
　　　　　　　第２種：第１種採用者を除き15名を採用

●資格取得者特別奨学金
専門高校・総合学科推薦入試または自己推薦入試合格者
のうち、本学が定める資格を平成26年３月末日までに取
得し、入学後に資格の取得を証明できる書類を添付して
申請した者に、入学金相当額（25万円）を還付。ただし、平
成26年４月末日までの申請が必要。
※推薦選抜奨学金採用者に選考された方は資格取得者特別奨学金を併
用不可。※入試概要の詳細につきましては、入試課（0120ｰ291ｰ780）までお問い合わせ下さい。

※持参の場合は出願締切日翌日15時まで受付

■特待生奨学金
授業料50％減免
●対象： 工学部2年次以上、大学院博士前期課程
●条件： 工学部・大学院　前学期までの成績 GPA

評価3.8以上
※博士課程前期１年生は工学部の成績

●推薦期間：前期・後期（年2回半期ごと）

■準特待生奨学金
授業料20％減免
●対象： 工学部2年次以上、大学院博士前期課程
●条件： 大学院　前学期までの成績 GPA 評価

3.5以上
※博士課程前期１年生は工学部の成績

●推薦期間：  前期・後期（年2回半期ごと）

■育英奨学金（該当年度適用）
学納金50％減免
●対象： 工学部2年次以上、大学院全学年
●条件： 経済的理由で修学に困難がある学生

保護者の年収400万円以下又は、申請時現
在月の月収20万円以下
工学部・大学院 前学期までの成績 GPA 評
価3.0以上
ただし、修士課程１年生前期は工学部の成
績、博士後期課程は博士前期課程の成績

■学生生活奨学金（該当年度適用）
月3万円支給
●対象： 工学部2年次以上、大学院全学年
●条件： 保護者の年収400万円以下又は、申請時

現在月の月収20万円以下

工学部・大学院 前学期までの成績 GPA 評
価2.8以上
ただし、修士課程１年生前期は工学部の成
績、博士後期課程は博士前期課程の成績

■スポーツ特待生奨学金
　所属するクラブ活動において高校時及び本学在学
中に優秀な大会成績を修めた学生を対象として学納
金及び授業料、入学金が免除又は減免されます。
●対象： スポーツ推薦入試による入学予定者及び

工学部、大学院全学年
●期間： 原則4年間。ただし毎年度末に継続審査有。

■災害特別奨学金（該当年度適用）
　在学生および本学に入学予定の者で、自然災害等
により人的または物的被害を受けた者は、状況によ
り学納金、入学金、入学検定料の全額または一部を
減免もしくは災害援助金を支給するものです。
●対象： 入学予定者及び工学部、大学院全学年

■兄弟学費減免奨学金
　（該当年度適用、年度毎の申請要）
学納金50％減免
●対象： 本学園に兄弟（姉妹含む）で在籍している

最年少にあたる学生
●条件： 本学園に兄弟（姉妹含む）で在籍している

こと

■特別奨励金
　本学指定の資格を取得した場合、又はクラブ等の
大会で優秀な成果を修めた場合には奨励金を支給し
ます。
●対象： 工学部、大学院全学年

■私費外国人留学生奨学金
私費外国人留学生入試での入学予定者（「留学」 の
在留資格を有する者）もしくは本学に在籍する私費
外国人留学生の初年度納入金について、経済的理由
により修学が困難であり、本学での学習意欲を持つ者
に対し選考により、本学入学金および学納金の総額と
国立大学標準額（入学金および学納金の総額）との
差額を減免します。（大学院生は学納金のみ減免）
　毎年度末に学業成績等による継続審査を行い、継
続条件を満たすことにより、次年度以降も本学学納金
と国立大学標準額（学納金）との差額を減免します。

■私費外国人留学生生活奨学金
　私費外国人留学生入試で入学した工学部1年後期
以上及び大学院の全学年（他大学・社会人からの入
学生は2年次から適用）を対象に前学期までの成績
優秀者を奨学生として採用し、月額3万円の奨学金を
給費します。（当該年度適用。前期なら通年・後期な
ら後期のみ）

給　費　奨　学　金

※その他、学外奨学金制度（日本学生支
援機構奨学金制度、各自治体奨学金
制度など）もあります。

奨学金制度の詳細は、
福井工業大学学務課

（0776ｰ29ｰ7867）まで
お問い合わせください。



ご意見、お問い合わせは… 福井工業大学後援会事務局（大学庶務課）

本学ホームページより
「保護者の方へ」をクリック。

「後援会」を
クリックする。

後援会ページにて
最新の情報をご案内
しております。
また、後援会報の
バックナンバーも
ご覧頂けます。 

後援会トップページ画面

後援会ホームページのご案内


